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我国の日常食事における食品の栄畏m能を求めて　第6報
　(女子大学生の栄養摂取状態評価に関する身体各部計測値の検討)
鎌倉女大家政　○山東せつ子　浦川由美子　岡田史子

食　物　35

　目的　青年期女子の日常食摂取状況調査の過程で、平均エネルギー充足度は常に1 以下
であり肥満防止の配慮か認められ、栄養素充足度の個人値で低栄養を示す者も少なくなか
った。以上の背景から、対象の身体状況と食事傾向の関係を解明する第一歩として、身体

各部計測値の検討を試みた。
　方法　1.対象：本学家政学専攻学生、年齢18~20才、403名。対象は家族の中における
自己の食事摂取状態調査を1988~1989年の夏冬２回に亘り済ませている。2 .身体計測
の時期: 1989年11月上旬。3 .項目：身長(H)、体重(W)、胸囲(CO、頭囲(HO、上腕囲
(UAC)皮下脂肪厚(上腕三頭筋部(TS)および背部肩甲骨下部(SS))の計測と、それらより
導かれる上腕筋肉面(UAM)、上腕脂肪面(UAF)、上腕筋肉率(XM)、体脂肪率(KF)、Body
mass index(BMI)、肥満度(OR)等を計算した。4.得られた値を文献値により検討した。
　結果　平均値士標準偏差による各部計測値等は下表のとおりであった。
　　　　　H（cin）　　　　W（kg)　　　CC（cin）　　　HC（cm)　　　UAC（cin）　　TS十SS（mm)

　　158.1±5.40　52.4±6.71　81.9±6.06　55.4±1.50　24.4±2.06　40.2±11.66

　　　UAM（mm2）　　　UAF(㎜2）　　　7Mt）　　　　XSF（X）　　　　BMI　　　　　OR（Broca)

　　2558±366　　2271±671　　52.5±8.02　27.6±7.93　21.0±2.42　-9.4±10.92

　身長、体重は厚生省値と有意差はみとめられず､皮下脂肪厚は厚生省判定基準によると

「ほぼよい」、体脂肪率は「境界」、標準体重による肥満度では±10%の「正常」範囲内に

あり、BMl　も正常であった。上腕囲、上腕筋肉面はUSA値より低いことが認められた。

C 22 青年期女性の月経前不定愁訴と食生活

日本女大家政　　　　杉山みち子　今村　晋

国際学院埼玉短大　○速水栄子

〔目的〕　不定愁訴（unspecific synptoiDs）は、身体的に器質的疾患の裏づけのない自覚的な訴えである。

青年期女性について、不定愁訴を訴える者は、半健康状態にあり、潜在性の栄養素欠乏状態にあると考え

られる。また、このような不定愁訴が月経前に観察される人も多いといわれている。そこで、青年期女性

の月経前不定愁訴（premenstrual syndroDie:PMS）と食生活との関連を詳細に観察してみた。

〔方法〕　日本女子大学学生2754名に対し紙面調査を行った。一方、16名については不定愁訴・基礎体温

・体重・歩行数・生活リズムの乱れなどを一年間毎日記録した。また、経血量・血圧・ヘモグロビン・ビ

タミンC ･ B 6などを毎月測定した。

〔結果〕　月経前（前日から2週間前）に不定愁訴を訴える者は85.5Xであった。愁訴の多い（8個以上）

ものほど、風邪をひきやすく、低血圧、冷え症、貧血状態にある割合が多かった。また､。体重が変動しや

すく、月経が不規則であった。食物摂取状況については、月経前不定愁訴の多いものほど、エネルギー、

蛋白質の摂取が多いが、食事のとり方は不規則であり、アルコール飲料の摂取も多かった。一方、16名を

一年間観察した結果、月経周期の不規則な群では、不定愁訴のある人（Ａ）は、ない人（Ｂ）に比べて、

一過性の潜在性の鉄欠乏状態に陥る場合が観察され、愁訴の少ないときには、血中ビタミン濃度が高かっ

た。一方、月経周期の不規則な群では、不定愁訴が月経前に周期的にみられる人（Ｃ）は、潜在性の鉄欠

乏状態が長期的に継続し、また、愁訴が月経に無関係にみられる人（Ｄ）は、日常生活が不規則であった。

さらに、（C ）･（D ）は、愁訴のない（Ｅ）に比べて、血中ビタミンが変動しやすかった。

　それゆえ、月経前の不定愁訴の増大は、半健康状態であり、潜在性の栄養素欠乏状態が関連していると

考えられる。青年期女性の月経前不定愁訴の観察を通して、健康管理を行うことも必要ではないかと思わ

れる。


